
仙台市協働まちづくり推進プラン2026

重点方針3

「活動を支える人材のネットワークの強化」

について
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資料３



これまでの成果

•市民活動や市民協働の広がりとともに、その活動を支援する

組織も誕生してきた。

•市民活動を幅広く支援する「市民活動サポートセンター」のほ

か、地域や分野に特化した支援機関や、自団体の活動実績や経

験をもとに他団体にアドバイスをしている民間の団体もある。

•こうした支援の厚みは、市民活動やまちづくりを行う上で本市

の強みとなっている。 
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•地域課題が複雑化するなかで、分野や地域を超えた協働によ

る課題解決や地域の魅力創出に向けて、人と人、団体と人、団

体同士をコーディネートする力を高めていくことが必要。

•市民活動に関わりたいと思っていながら今は関われていない

人や、活動におけるさまざまな課題を抱える団体に向け、必要

な情報や支援を届ける枠組みづくりも重要。

今後の課題
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重点方針３に係る目標

支援に携わる人材や組織同士をつなぎ、活動支援を「点」から

「面」へと広げるとともに、活動を始めたい市民や団体を幅広い

地域資源や支援につなげ、「じぶんごと」として個人や団体が小

さな一歩を踏み出す後押しをする。 
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項目 基準値 目標値

協働を促進する環境づくりに

関する市民の評価

2.74点

（令和７年度調査）

※１

2.92点

（令和９年度調査）

※２

※１： 令和７年度「仙台市市民意識調査」により基準値を設定。

※２： 「仙台市実施計画2024-2026」より目標値を設定。

令和9年度「仙台市市民意識調査」の結果等を踏まえ、目標値を改定予定。



重点方針３に係る施策の方向

施策の方向① 活動を支える人材の育成

•市民活動を支援・コーディネートする人材や主体の育成に取り

組みます。

施策の方向② 活動を支える人材同士のネットワーク化

•活動を支える人材同士が顔の見える関係を築き、課題や情報、

ノウハウを共有することで、活動する市民をより的確に支えら

れる環境を整えます。
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重点方針３に係る施策の方向（つづき）

施策の方向③ 地域における取組や団体情報の一元化

• 「どこに、どんな活動があり、どんな人がいて、どんな地域資源

があるのか」という情報を一元化し、支援者や市民活動団体等

が活用できる体制を整えます。

施策の方向④ アウトリーチ型の支援

•市民活動サポートセンターが、市民活動団体への訪問や相談会

の開催を通して、団体が抱える支援ニーズを積極的に掘り起こ

し、支援を行っていきます。
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今後の委員会の進め方

第2回（令和8年10～11月予定）

第３回（令和9年2月予定）
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重点方針３「活動を支える人材のネットワークの強化」に関する

取り組みについて

重点方針３「活動を支える人材のネットワークの強化」に係る

今後の施策の進め方について

• 市民活動サポートセンターや一部委員より、中間支援組織としての現状や

課題、今後の方向性をご報告いただく

• ご報告内容も踏まえ、今後の施策の進め方についてご意見をいただく

• 第2回におけるご議論を踏まえた当局案に対し、さらにご意見をいただく
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